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株式会社　　高　岡



古紙リサイクル業が環境保護に非常に重大な役割を担っていると

考えます。

環　境　経　営　方　針

株式会社　高岡は、古紙リサイクル業を通じ、資源とエネルギーの

消費、廃棄物の排出状況などの把握、CO2排出量の削減など地域

社会との調和・共生に配慮しながら　安定した事業活動を行う。

１．
環境経営システムを構築・運用し、継続的な環境負荷の低滅に努めま
す。

２．

３．

４．

持続可能な環境目標を定め、環境保全活動を行うことにより、省資源
・省エネルギーに貢献します。

環境に関連する法及び条例を遵守するとともに、環境政策や業界基準
を尊重します。

　株式会社　　高　　岡

　代表取締役　髙岡和敏

全社員参加による環境保全活動を実行します。

2018年4月1日 　第10版
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承認 作成

8人 10人 13人

1.取り組みの対象組織・活動の明確化

2.経営における課題とチャンスの明確化

3.環境経営方針の作成、全従業員に周知

4.実施体制の構築

5.代表者による全体の評価と見直し・指示

6.環境経営レポートの承認

7.その他

1.環境負荷と環境への取り組み状況の把握及び評価

2.環境関連法規の取りまとめ

3.環境経営目標及び環境経営計画の策定

4.環境コミュニケーションの実施

5.取り組み状況の確認及び問題の是正及び予防

6.環境関連文書類の作成・管理

7.環境経営レポートの作成・公表

8.その他

1.教育・訓練の実施

2.実施及び運用

3.環境上の緊急事態への準備及び対応

4.その他

1.環境方針の理解及び環境問題の現状と環境への取組の重要性を自覚

2.環境経営目標、環境経営計画に基づくEA21活動の実施

環境経営実施体制表

対象者

全従業員

役割、責任および権限

代表者

環境経営責任管理者

部門責任者

代表者

（ 代表取締役 髙岡 和敏 ）

環境管理責任者

後藤 和則

本社・事務所責任者

（ 後藤 和則 ）

本社ヤード責任者

（ 松本 淳 ）

新座事業所責任者

（ 高岡 和佐 ）
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東京都

埼玉県　　　　 

４）　所　在　地

会社概要

１）　商　　　　号 株式会社　 　　高　　　岡

代表取締役　　髙岡　和敏

２,０００万円

【本　社】

昭和29年4月1日２）　設　　　　立

３）　資　本　金

６）事業内容及び許可番号

許可年月日　令和２年１月10日

℡　０３－３３３７－６４００　　Ｆax　０３－３３３０－４６３４

〒１６６－０００１　東京都杉並区阿佐谷北４－２８－１５(認証範囲）

【新座事業所】

〒３５２－００１１　埼玉県新座市野火止７－４－９

℡　０４８－４７７－８４６０　　Ｆａｘ　０４８－４８５－１９５５

リサイクル事業部　　後藤和則

製紙原料の直納問屋・再生資源取扱業、産業廃棄物収集運搬業

５）環境管理責任者

東京都　　　　 廃棄物再生事業者　　平成１２年１２月７日登録

（廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類、木屑、紙屑、繊維屑、金属屑、

ガラス、コンクリート、陶磁器屑）

　　　　　　　　　第Ｎ１３Ｋ－００１１０号

　　　　　　　　  登録番号　　第２０６号

埼玉県　　　　 廃棄物再生事業者　　平成１５年９月２２日登録

　　　　　　　　　登録番号　　Ⅱ－３４

東京都　   　  特別区　　一般貨物自動車運送事業

　　　　　　　　　事業者番号　　４１０００６２５６

日本再生資源事業協同組合連合会

産業廃棄物収集運搬業

　　　　　　　　　再生資源回収事業者認定

７）従  業  員  数

　許可番号　第13-00-150692号

31名

有効年月日　令和７年２月20日

　許可番号　0110-7150692

（廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類、木屑、紙屑、繊維屑、金属屑、

ガラス、コンクリート、陶磁器屑）

有効年月日　令和７年1月９日

許可年月日　令和２年２月21日
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活動規模 単位

収集運搬量 ｔ

再資源化量 ｔ

従業員 人

床面積 ㎡

本社工場 2022年

新座事業所 2022年

売上高 65200（万円） 2022年4月～2023年3月
10)処理フロー

古紙　　　　　古紙収集運搬　　　→　選別→　圧縮・梱包→　売却
缶　　   　　　空き缶収集運搬 　→　選別→　圧縮→　売却
古布　　　　　古布収集運搬    →　一時保管→　古布業者売却
産業廃棄物　　　 排出先　　　→　収集運搬　→　中間処理場

＊廃棄物は運搬の許可だけなので　一時保管はしない

11)担当者・連絡先 本社　リサイクル事業部　次長　後藤和則
 ℡　０３－３３３７－６４００　　Ｆax　０３－３３３０－４６３４

８）保　有　施　設 全自動圧縮梱包機（ｵｰﾄﾏﾁｯｸﾍﾞｰﾗｰ）　　５０馬力　１台　（本社）

                       〃　　　　　　　　　　　　１００馬力　１台　（新座）

アルミ缶自動選別機・圧縮　　　　　　　　　　（新座）

自動ヒモ切り機　　　　　　　　 　 　　　　　　　（新座）　

４トン　塵介車　　3台 ３トン　トラック　　4台 軽トラック　　 　3台

３トン　　〃　　　　3台 ２トン　　〃　　　　6台 営業車  　   　　2台

２トン　　〃　　　　6台 1.5トン　〃　 　　3台 フォークリフト  　5台

従業員　18名　　　　床面積　　２６４㎡

　　〃　　13名　　　　　〃　　　１７４５㎡

       2009   　   　    2009           　2009

※なお、産業廃棄物収集運搬は古紙収集のサービスで実施してお
り、2022年度は廃プラスチック類 5.33ｔであった。

９）事　業　規　模 2020年　　　　2021年　　　　2022年

  8167　 　　　 　7512　  　　   　7098

  16272　  　　　14305　  　　 　12227

   　　   34          　     34          　    31
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大項目 項目名 ２０２２年 ２０２３年 ２０２４年
2022年
目標
実績

評価

263,732

245,794

145,593

124,450

85,409

74,142

2,958

3,448

546

465

廃棄物削減
搬入物の分別と　　リ

サイクルの推進

資源分別作業
時の廃棄物/リ
サイクル推進

資源分別作業
時の廃棄物/リ
サイクル推進

資源分別作業
時の廃棄物/リ
サイクル推進

実施 ○

企業、一般団体
等に通い袋の

推奨

企業、一般団体
等に通い袋の

推奨

企業、一般団体
等に通い袋の

推奨
実施 ○

〇

〇

  ２０１８年
基準値に対し

0.1％削減

  ２０１８年
基準値に対し

0.1％削減

  ２０１８年
基準値に対し

0.1％削減

  ２０１８年
基準値に対し

0.1％削減

○

×
  ２０１８年

基準値に対し
0.1％削減

  ２０１８年
基準値に対し

0.1％削減

水使用量の削減
㎥

ＣＯ2削減

ガソリン軽油使用量の
削減
　ℓ

  ２０１８年
基準値に対し

0.1％削減

  ２０１８年
基準値に対し

0.1％削減

　　環境経営目標 と2022年度実績 

(電力の二酸化炭素排出係数は2021年度調整後係数を使用 東京電力　0.452kg－CO2/kWh）

2022年7月1日

改定第18版

環境配慮

CO２ガスの削減
ｋｇ-ＣＯ2

  ２０１８年
基準値に対し

0.1％削減

  ２０１８年
基準値に対し

0.1％削減

  ２０１８年
基準値に対し

0.1％削減

電力使用量の削減
kWh

  ２０１８年
基準値に対し

0.1％削減

  ２０１８年
基準値に対し

0.1％削減

  ２０１８年
基準値に対し

0.1％削減

○

ＬＰガス使用量
の削減

kg

  ２０１８年
基準値に対し

0.1％削減
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2022年度環境経営計画の取組内容及び取組結果

　項目 　評価

ベーラー運転停止の電源OFF

環境配慮 〇

次年度の環境経営目標及び環境経営計画

大項目 項目

＊長期的には、太陽光エネルギーの電気に利用、

　古紙ベーラーのインバーター化などを機械の入れ替え時に検討する。　

電力使用量
の削減

kWh

燃料使用量
の削減

ℓ

2022年度環境経営計画の取組内容及び取組結果、
                   次年度の環境経営目標及び環境経営計画

廃棄物削減
搬入物の分別と
リサイクルの推

進

車両の走行距離の削減

リサイクル用途の開発

分別の徹底

設備の運転停止時に主電源OFFを
実施した。エアコンは細かいな温度
調整を行った。

集配時の散乱防止

CO2削減

２０１８年
基準年に対し

0.5％削減

電力使用量の削減

燃料使用量の削減

燃料使用
量の削減

取組内容

エアコン温度調整の徹底

車両の点検整備の徹底

搬入物の分別と
リサイクルの推

進

取組内容環境経営目標

２０１８年
基準年に対し

0.5％削減

電力使用
量の削減

水使用量の
削減

不要照明の削減

エコドライブの徹底

制限速度の遵守

洗車・手洗い時の節水の徹底

節水コマの使用

CO2ガスの

削減
㎏-CO2

取組結果

散乱防止のため通い袋の徹底。

○

車両の定期点検、日常点検を徹底
し、回収ルートの工夫を行った。社員
教育でエコドライブの徹底、法定速
度の徹底を行った。

○

○

○

節水コマの使用し、出来るだけ節
水に取組中である。

古紙の禁忌品の混入を防止し、古
紙増加ために常に用途開発。

集配時の散乱防止

水使用量の削減

環境配慮
企業、一般団体等
への通い袋の推奨

資源分別作業時
の廃棄物/リサイ

クル推進

２０１８年
基準年に対し

0.5％削減

洗車・手洗い時の節水の徹底

節水コマの使用

分別の徹底

リサイクル用途の開発

２０１８年
基準年に対し

0.5％削減

照明はLED等節電効果のあるものに随時交換

ベーラーエコ運転の実施(待機電力含む)

エアコン温度調整の徹底

車両の点検整備の徹底

車両の走行距離の削減

エコドライブの徹底

制限速度の遵守
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法令等の名称 法令の適用を受ける部署 責任者 違反の有無

廃棄物処理法 全部門 松本 無し

騒音規制法 〃

振動規制法 〃

家電リサイクル法 全部門 〃

小型家電リサイクル法 全部門 〃

自動車リサイクル法 全部門 〃

自動車NＯｘ・ＰＭ法 全部門 〃

消防法 本社工場　　新座事業所 〃

労働安全衛生法 全部門 〃

道路交通法 全部門 〃

貨物自動車運送事業法 本社 〃

道路運送車両法 全部門 〃

環境関連法規への違反はありません。

環境関連法規の違反の有無

本年度は　ありません。

本社工場　　新座事業所

関係当局からの違反等の指摘は過去３年ありません。

苦情・クレーム等

社長

後藤
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2023年7月１日作成

情報提供者

代表者

代表者

代表者による全体の評価と見直し・指示の記録

特になし

4.外部からの苦情・要望に対する結果

見直しのための情報

見直し概要

見直し実施区分 　2022年度　　　　　　定期　　　　　　

後藤情報の提供者 　　環境管理責任者　後藤和則

情報提供日           2023年  7 月1 日

代表者の全
体の評価

特になし

5.社会・取引先・法規制等の外部動向

特になし

6.環境経営システムの有効性及び妥当性

ガイドラインに沿って仕組みを構築し取組みを開始したことによりエコの取組みが勉強に
なった

7.前回の審査における指導事項への対応

社内を整理整頓、特にヤード台貫所

8.前回の代表者による見直し時の指示事項への対応

継続的に従業員に対して環境経営目標の達成に向けて周知徹底する

情報項目
及び　　　評

価・課題

1.環境関連法規制等の遵守状況

遵守している。問題なし

2.環境経営目標の達成状況

2022年度ではCO2削減は目標に対して6.8％削減し、目標を大幅に達成した。また、その他
の項目も目標を達成していることを確認した

3.問題点の是正処置・予防処置の結果

4)システムとその他の要素
特になし

(必要)　　　　　　(不要）

1)環境経営方針
現状の方針で変更なし

(必要)　　　　　　(不要）

2)環境経営目標及び環境経営計画

2023年度より数値目標の削減値を0.1％から0.5％に変更すること
(必要)　　　　　　(不要）

9.その他

3)実施体制
特になし

(必要)　　　　　　(不要）

代表者（経営層）による見直しの内容

見直し・指示者 代表取締役社長 髙岡和敏

高岡見直し・指示実施日       2023年   7月   1 日

見直し変更の必要性の言及 代表者による指示内容

回収ルートの効率化と節電に取り組んで環境経営活動を継続していく

実施体制は現状のまま

高岡
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